
         
  

令和６年度 高津支援学校 学校評価報告書（目標設定） 

 
視

点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 

教
育
課
程
学
習
指
導 

 

変化する社会
での自立と社会
参加をめざし、
「個別最適な学
び」と「協働的
な学び」の視点
を 基 に 、 系 統
的、発展的な教
育課程と「たか
つ ス タ ン ダ ー
ド 」 を 編 成 す
る。 

① 「たかつスタンダ
ード」を作成し、
カリキュラム・マ
ネジメントを推進
する。 

 
② 認知発達の知識と

視点で指導方法を
整理し、授業力の
向上を図る 

① 校内で統一したハンドサイン
や掲示等の指導方法を系統的
に整理し、「たかつスタンダ
ード」をデザインする。 

 
 
② 「たかつ教育内容系統表」と

個別教育計画をもとに、教員
の手立てと児童・生徒の学習
評価を明確にする。 

     

① 教育課程をバー
ジョンアップす
ることができた
か。 

 
 
② 指導方法を整理

し、認知発達を
促す授業改善を
行うことができ
たか。     

２ 

児
童
生
徒
・
指
導
支
援 

児童・生徒一
人ひとりの「学
び続ける力を学
ぶ」ために、ア
セスメントを基
にした指導・支
援を組織的に実
践する。 

① 教員のアセスメン
トスキルを高め、
根拠のある指導・
支援を行う。 

 
② 題材 ・ 教材 ・ 

教具を常に 創意 
工夫 ・ 改善 し、
質の高い授業を行
う。 

① 学習会や予防的ケース会等を
活用し、アセスメントを基に
した組織的な指導・支援を実
践する。 

 
② 授業のねらいを明確にし 

集団の中での個別の課題を設
定し、支援の手立てを最適化
した授業づくりを徹底する。 

 

① アセスメントを
活用した指導・
支援を行うこと
ができたか。 

 
② 適切な支援の手

立てを講じた授
業づくりができ
たか。 

３ 

進
路
指
導
・
支
援 

社会の中での
役割を果たしな
がら、自分らし
い生き方を実現
するキャリア発
達をめざし、社
会の変化に対応
する進路指導・
支 援 を 実 践 す
る。 

① キャリア発達 の 
視点で カリキュ
ラム ・ マネジメ
ントを進め 、 学
習活動を組み立て
る。 
 

②小学部から高等部
まで、系統性・一
貫性のある教育を
保護者とともに行
う。 

① 実習や事業所の見学、学習会
や研修会等を実施し、保護者
とともにキャリア教育の視点
で児童・生徒の成長を促進す
る。 

 
 
② 懇談会や進路学習会等におい

て、保護者のキャリア教育に
対する理解を深める。 

        

① 自立と社会参加
の視点でキャリ
ア教育を進める
ことができた
か。 

 
 
② 進路に関する保

護者への情報提
供及び保護者と
の情報共有がで
きたか。  

４ 

地
域
等
と
の
協
働 

多様な価値観
の人々がお互い
に相手の生活、
文化、考えを尊
重するコミュニ
ティづくりと子
どもの発達支援
を、地域等と協
働 し て お こ な
う。 

① 地域を学習の場と
して活用し、地域
住民・機関と連携
した取組を充実さ
せる。 

 
② 共生社会の実現に

向けて、地域にお
ける障害理解を深
める。 

③ 地域交流やボランティア等の
受け入れを促進し、地域との
つながりを強化する。 

 
 
 
④ 地域を知ること、地域に発信

することを通して、地域と協
働した企画・運営を進める。     
 

① 地域と連携、協
働した学習活動
に取り組むこと
ができたか。 

 
 
② 地域のさまざま

な資源を活用
し、主体的に活
動することがで
きたか。     

５ 

学
校
管
理
学
校
運
営 

開校 50 周年を
迎える学校とし
て、児童・生徒
が安心して学べ
るための教育環
境整備及び校務
の整理と、地域
と協働した危機
管理体制の見直
しを進める。 

① 児童・生徒の安全
と健康を守るため
の防災対策と防災
教育を推進する。 

 
 
② 校内の整理整頓と

業務の効率化を図
り、児童・生徒の
学習活動を最大限
に有効にするため
の環境を整える。 

① 教職員一人ひとりが事前の危
機管理と未然防止に努め、事
故・災害等に備えた取り組み
を進める。 

 
           

② デジタルとアナログのそれぞ
れの利点を活かし、教材の共
有、情報機器の活用、会議の
精選・効率化を推進する。    

① 災害や事故等に
備えた対策・防
災教育の充実を
図ることができ
たか。 

 
② 業務を効率よく

遂行する取組が
できたか。 

 


